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北海道⼤学⼤学院医学院

理念 世界をリードする先進的医学研究を推進し、⾼い倫理
観と豊かな⼈間性を有する医学研究者・医療⼈を育てること
により、⼈類の健康と福祉に貢献する。

教育⽬標と⾏動⽬標
 教育⽬標

医学・⽣命科学に関する⾼度な知識と研究能⼒を備え、社会
の要請に応える⾼い⾒識を備えた⼈材を育成する。

 ⾏動⽬標
1. ⾼度に専⾨的な医学・⽣命科学の知識と研究能⼒を備える

ことで、疑問や仮説を科学的に深く追究する探究⼼を育む。
2. 世界をリードする先端医学研究を国際的に推進する能⼒を

習得する。
3. 健康・安全に関する地域社会、国際社会の多様かつ広範な

要請に応える能⼒と⾒識を培う。
4. 倫理性豊かな⼈材として活躍するために、命の尊厳を敬う

⼼を涵養する。
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研究⽬標と⾏動⽬標
 研究⽬標

基幹総合⼤学として国際レベルの研究を推進し、知のフロ
ンティアを切り拓き⼈類の福祉に貢献する。

 ⾏動⽬標
1. 独創的、先駆的基礎研究の発展に寄与する。
2. 社会に役⽴つ実学として臨床医学、社会医学を推進する。
3. 基礎から臨床までの橋渡し研究を遂⾏する。
4. 総合⼤学の特⾊を⽣かし、学内関連部局、国内外の⼤

学・研究機関、産業界と連携しつつ、世界レベルの医学
研究を推進する。
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⼊学者受け⼊れ⽅針（アドミッション・ポリシー）
 ⽣命現象の解明、疾病の克服、⼈類の健康の増進

に向けて真摯に研究に取り組むことのできる⼈
 知的好奇⼼に富み、論理的な分析⼒、粘り強い⾏

動⼒や協調性を有し、医学領域各分野において国
際的なリーダーとして活躍できる⼈
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⼊学試験

修⼠課程 博⼠課程
募集⼈員 20名 90名（社会⼈若⼲名を含む）

出願資格
学⼠の学位を有する⽅等
（公衆衛⽣学コース〈1年コー
ス〉のみ医師・⻭科医師等の実務
経験が2年以上の⽅）

⼤学における医学、⻭学⼜は修業
年限6年の獣医学もしくは薬学を
履修する課程を卒業した⽅、また
は修⼠課程を修了した⽅等

出願期間

平成29年12⽉5 ⽇（⽕）から
平成29年12⽉11⽇（⽉）まで

平成29年11⽉28⽇（⽕）から
平成29年12⽉4 ⽇（⽉）まで

受付時間︓午前9時から午後5時まで
（郵送による場合は書留速達とし、出願期間内必着のこと）

試験⽇ 平成30年1⽉17⽇（⽔）
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⼊学志願者
指導希望先の教室へ

直接コンタクト
（メール、電話など）

出願資格審査
（必要な場合のみ）

⼊学試験
•課題論⽂（修⼠）
•外国語（英語）
•専⾨科⽬（志望する分野）



修⼠課程各コース
– 標準履修年限︓2年（4年までの⻑期履修制度あり）

 医科学コース︓医学・⽣命科学領域の幅広い知識を持って
活躍できる⾼度専⾨職業⼈の育成を⽬的
– 修得可能な学位︓修⼠（医科学）

 公衆衛⽣学コース︓社会全体ならびに⼈々の健康と⽣活、
安全の維持・向上のために、公衆衛⽣上の諸課題に対し、
幅広い知識と⾼い技能をもって活躍する⼈材の育成を⽬的
– 修得可能な学位︓修⼠（公衆衛⽣学）
– 1年コース︓⼀定の実務経験を有する医師・⻭科医師・薬剤師など

を対象として、医療・公衆衛⽣領域で活躍できる⾼度専⾨職業⼈
を1年で育成することを⽬的
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修⼠課程履修モデル 6



博⼠課程各コース
– 修得可能な学位︓博⼠（医学）
– 標準履修期間︓4年

– （6年までの⻑期履修制度あり）
– （3年の短期修了制度あり）

 基盤医学コース︓医学・⽣命科学領域での研究者および教
育者の育成を⽬的

 臨床医学コース︓優れた臨床技術と研究能⼒を兼ね備えた
臨床医等の育成を⽬的
– ⼤学院臨床系連携講座︓臨床医学研究の展開を図ることを⽬的に札

幌市内12、道内12の病院・医療機関に設置
 社会医学コース︓地域社会や国際的なレベルの健康・安全

の維持・向上に幅広い知識と⾼い技能をもって取り組むこ
とのできる⼈材の育成を⽬的
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博⼠課程履修モデル 8



国際交流（平成29年4⽉時点） 9



修⼠課程学位授与⽔準
⑴ ⾃⼰の研究に関連する先⾏知識と知⾒を理解するとともに、これを適

切かつ正当に評価し、⾃らの表現において論述することができる。
⑵ 研究の⽴案、科学的データの収集と解析、科学的データに基づいた論

理的思考などを⾏う能⼒を備え、すべての実験や観察は誤差を含むこ
とを理解し、結果の信頼性・再現性に対する科学者としての基本的態
度を⼗分に⾝に付けている。

⑶ 学会等の公的な研究発表の場で、⾃⼰の研究成果を発表し議論する能
⼒・技能を備えている。

⑷ 学術雑誌等に掲載される程度の内容と形式を備えた論⽂を執筆できる
⼒を備えている。

修了要件︓30単位以上の修得
+必要な研究指導を受けたうえで修⼠論⽂⼜は特定の課題についての
研究の成果（公衆衛⽣学コース（1年コース））に関する審査及び試
験に合格
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博⼠課程学位授与⽔準
⑴ ⾃⼰の研究に関連する先⾏知識と知⾒を理解するとともに、これを適

切かつ正当に評価し、⾃らの表現において論述することができる。
⑵ 研究の⽴案、科学的データの収集と解析、科学的データに基づいた論

理的思考などを⾏う能⼒を備え、すべての実験や観察は誤差を含むこ
とを理解し、結果の信頼性・再現性に対する科学者としての基本的態
度を⼗分に⾝に付けている。

⑶ 国内外を問わず学会等の公的な研究発表の場で、⾃⼰の研究成果を発
表し議論する能⼒・技能を備えている。

⑷ 学術雑誌または独⾃の著作等において、当該研究分野または社会に有
意義な貢献をする論⽂を執筆する能⼒・技能を備えている。

修了要件︓30単位以上の修得
+申請者が第⼀著者となっている英⽂の基礎論⽂1編以上（投稿中でも
良い）の提出

+学位論⽂に関する審査及び試験に合格
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修⼠課程修了後の進路 12



博⼠課程修了後の進路 13



学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー）
医学院では、本学の四つの基本理念（フロンティア精

神、国際性の涵養、全⼈教育、実学の重視）の下、医学・
⽣命科学に関する⾼い倫理観および⾼度な専⾨的知識と研
究および教育能⼒を備えた⼈材の育成、ならびに健康およ
び安全に対する多様かつ広範な地域社会または国際社会の
要請に応えることのできる広くかつ⾼い⾒識を備えた⼈材
の育成をはかることを教育⽬標としています。

医学院では、この⽬標とする⼈材像に求められる具体的
な能⼒（学位授与⽔準）を修⼠課程と博⼠課程において定
め、当該能⼒を⾝に付け、かつ、所定の単位を修得し、学
位論⽂の審査および試験に合格した者に修⼠または博⼠の
学位を授与します。
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修⼠課程のカリキュラムマップ 15
学位授与の方針
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P
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・
D
P
4

修士論文

（又は（公衆衛生学コース１年コースのみ）

特定の課題についての研究成果）
基本医学研究（6150）

基本公衆衛生学研究（6200）

公衆衛生学コース

選択科目

医科学コース

選択科目

医科学専攻 MED

【基礎医学】

専門応用医科学

基本医学総論(5150)

臨床ゲノミクス概論(5150)

臨床情報工学(5150)

臨床疫学（5150）

臨床シークエンス技法（5150）

臨床病理・検査医学（5150）

基礎医学概論(5150)

臨床医学概論（5150）

【社会医学】

専門応用公衆衛生学

応用疫学(6200)

応用生物統計学(6200)

応用社会行動科学(6200)

応用保健医療管理学(6200)

応用環境保健学(6200)

共通コア科目

【その他医学】

専門応用医科学（共通）

基本医学研究概論

(5502)

【その他医学】

専門応用医科学（共通）

基本実験・研究計画法

(5502)

【その他医学】

専門応用医科学（共通）

医倫理学序論

(5502)

医科学コース

必修科目

必修科目Ⅰ

【基礎医学】

専門応用医科学

基本医学研究法Ⅰ（5150）

基本医学研究法Ⅱ(5150)

必修科目Ⅱ

【基礎医学】

専門応用医科学

公開発表演習(5150)

研究発表技法Ⅰ（5150）

研究発表技法Ⅱ（5150）

基本医学研究（5150）

公衆衛生学コース

必修科目

必修科目Ⅱ

【社会医学】

専門応用公衆衛生学

研究発表技法Ⅰ(5200)

研究発表技法Ⅱ(5200)

（公衆衛生学コース

２年コースのみ）

公開発表演習（5200）

必修科目Ⅰ

【社会医学】

専門応用公衆衛生学

基礎疫学(5200)

基礎生物統計学(5200)

基礎社会行動科学（5200）

基礎保健医療管理学（5200）

基礎環境保健学（5200）

（公衆衛生学コース

２年コースのみ）

基礎医学概論（5200）

臨床医学概論（5200）

【その他医学】

専門応用医科学（共通）

トランスレーショナル

リサーチ概論

(5502)



博⼠課程のカリキュラムマップ 16

【

基
本
理
念

】
　
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
精
神
　
　
国
際
性
の
涵
養
　
　
全
人
教
育
　
　
実
学
の
重
視

１年次 ２年次 ３年次

D
P
１
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学位授与の方針４年次

共通コア科目
博士学位申請論文

基盤医学研究（7160）

臨床医学研究（7320）

社会医学研究（7210）

臨床医学コース
【臨床医学】

専門応用医学（臨床医学）

必修科目

臨床医学研究法Ⅰ

（7320）

臨床医学研究法Ⅱ

（7320）

医学専攻 MED

基盤医学コース
【基礎医学】

専門応用医学（基盤医学）

必修科目
医学研究法Ⅰ

（7160）

医学研究法Ⅱ

（7160）

博
士
学
位
申
請
論
文

博士研究基礎論文

【その他医学】

専門応用医学（共通）

医学研究概論

(7510)

【その他医学】

専門応用医学（共通）

実験・研究計画法

(7512)

【その他医学】

専門応用医学（共通）

医倫理学

(7512)

【その他医学】

専門応用医学（共通）

トランスレーショナル

リサーチ概論

(7512)

【その他医学】

専門応用医学（共通）

公開発表演習

(7512)

【その他医学】

専門応用医学（共通）

研究発表技法Ⅰ

(7512)

【その他医学】

専門応用医学（共通）

研究発表技法Ⅱ

(7512)

社会医学コース
【社会医学】

専門応用医学（社会医学）

必修科目
社会医学研究法Ⅰ

（7210）

社会医学研究法Ⅱ

（7210）

基盤医学コース

臨床医学コース

社会医学コース

【その他医学】

専門応用医学（共通）

選択科目

医学総論

（7510）

中間審査



⼤学院医学院における顕彰・奨学⾦制度

顕彰制度 医学院 優秀論⽂賞
⾼桑榮松奨学基⾦
HIROKOの国際学術交流基⾦

北海道⼤学 北海道⼤学⼤塚賞
奨学⾦制度 医学院 ⾳⽻博次奨学基⾦

MD-PhDコース在籍者対象
北海道⼤学 新渡⼾スクール奨学⾦

フロンティア奨学⾦
その他 ⽇本学⽣⽀援機構の制度

武⽥科学振興財団医学部博⼠課
程奨学⾦

特別研究員制度 ⽇本学術振興会
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⼤学院医学院における学⽣⽀援策 18

修⼠課程在籍者 ティーチング・アシスタント（TA）制度
修⼠課程修了後、博⼠課程へ進
学する⽅

⼊学料・検定料免除

博⼠課程在籍者 ティーチング・フェロー（TF)/ティーチン
グ・アシスタント（TA)制度
リサーチ・アシスタント（RA)制度
戦略的リサーチ・アシスタント（SRA)制度

MD-PhDコース在籍者 特任助教への採⽤


